
　(1)　発生状況
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１　火災概況

　       ２０１９年における火災の発生状況は、総火災件数が６３件で、前年に比べ６件の増加となっている。
         火災種別でみると、建物火災３５件(前年比２件増）、車両火災７件（同３件減）、林野火災２件
　　　(同１件減）、その他の火災１９件（同８件増）である。
         火災による死者は９人(前年比７人増)で、負傷者は９人(同４人減）である。り災世帯は３４世帯
　　　(同９世帯増）、り災人員は７７人(同１８人増）、 焼損棟数は５８棟(同１８棟増)である。
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　(2)　出火原因
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2019年 （Ａ）

　出火原因別でみると、第１位が「放火」で９件、第２位が「たき火」で８件、第３位が「たばこ」、「ストーブ」
で各５件となっている。
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2018年
（Ｂ）

増　減
（Ａ）-（Ｂ）

2018年
（Ｂ）

増　減
（Ａ）-（Ｂ）

9,295 25 8,810 △ 64
6,455 △ 20 6,101 △ 68
1,034 16 994 18
494 27 519 1
96 △ 4 68 △ 1
85 6 83 6
71 10 71 9
39 14 13 △ 4
48 △ 5 40
9 1 3 1
1 1 1 1

転院搬送 922 △ 28 916 △ 26
医師搬送 16 11

資器材等輸送 1 △ 1
その他 24 △ 3 1 △ 1

（注）事故種別中「その他のその他」には、正常分娩・泥酔者・虚偽等を含む。
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２　救急概況
　２０１９年における救急出動は９，３２０件で、前年に比べ２５件の増加、医療機関への搬送人員は
８，７４６人で６４人の減少となっている。一日の平均出動件数は２５．５回、５６．４分に１回の割合で出
動したことになる。
　事故種別の出動件数で最も多いのは､ 急病の６，４３５件（前年比２０件減）で、次いで一般負傷
１，０５０件（同１６件増）、転院搬送８９４件（同２８件減）、交通事故５２１件（同２７件増）となっている。
　覚知から現場到着までに要した平均時間は８．７分､  覚知から医療機関収容までに要した平均時間
は３４．５分である。
　

　△印は減少

出　動 件 数 搬 送 人 員
2019年

（Ａ）
2019年

（Ａ）

合　　計 9,320 8,746
急　　病 6,435 6,033

一般負傷 1,050 1,012
交通事故 521 520
自損行為 92 67
労働災害 91 89
運動競技 81 80
火　　災 53 9
加　　害

水難事故 10 4
自然災害 2 2
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３　救助概況
　２０１９年における救助出動は４４件で前年に比べ１２件減少、救助人員は３４人で前年に比べ２人の
減少となっている。
　事故種別でみると、交通事故が１９件（前年比５件減）、火災が６件（同１件増）、水難事故が６件（同
４件減）、建物等による事故５件（同３件増）、機械による事故が１件（同３件減）、その他の事故が７件
（同３件減）となっている。
　事故種別毎の救助人員は、交通事故が１４人、火災が７人、水難事故が２人、建物等による事故が
４人、機械による事故が１人、その他の事故が６人となっている。

△印は減少

　　　　　　　区　分

　種　別

出　　動　　件　　数 救　　助　　人　　員

2019年
（A）

2019年
（Ａ）

合　　計 44 34

交通事故 19 14

水難事故 6 2
火　　災 6 7

建物等による事故 5 4
機械による事故 1 1

ガス及び酸欠事故

その他の事故 7 6
自然災害
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